
強く照りつける

太陽の日差しは

カラッ！として

いて心地よい

　

丸
瀬
布
市
街
か
ら
道
道
上
武
利
丸
瀬

布
線
を
南
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
る

と
、
森
と
水
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

公
園
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
こ
れ
が
丸

瀬
布
森
林
公
園
い
こ
い
の
森
で
す
。

　

公
園
の
目
玉
は
、
何
と
言
っ
て
も
園

内
に
敷
設
さ
れ
た
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
鉄
路
を
走
る「
森
林
鉄
道
蒸
気
機
関

車
・
雨
宮
21
号
」。
木
材
運
搬
用
と
し

て
活
躍
し
た
こ
の
蒸
気
機
関
車
は
一
般

の
蒸
気
機
関
車
と
比
べ
て
小
ぶ
り
で
す

が
、
何
ト
ン
も
あ
る
木
材
を
運
搬
し
て

い
た
だ
け
あ
っ
て
迫
力
は
十
分
。
公
園

を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
、
煙

を
上
げ
な
が
ら
元
気
に
走
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
オ
ー
ト
サ

イ
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
車
の
乗
り

入
れ
が
可
能
な
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
キ
ャ
ン
パ
ー
や
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
う
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。
園
内
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
散
策
や

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を

満
喫
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

周
辺
に
は
、
色
々
な
昆
虫
が
展
示
さ

れ
て
い
る
昆
虫
生
態
館
や
日
帰
り
入
浴

が
可
能
な
温
泉
な
ど
も
あ
り
、
い
こ
い

の
森
で
の
楽
し
み
方
は
無
限
大
で
す
。

　

８
月
上
旬
に
は
、
ま
る
せ
っ
ぷ
観
光

ま
つ
り
も
開
催
。
中
で
も
、
間
近
で
打

ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
大
会
は
必
見
で
す
。

①８月上旬に開催されるまるせっぷ観光まつりの目玉の一つが、迫力満点
の花火大会。「ドーン」という打ち上げ音が山あいに響き渡る
②町の蝶「オオイチモンジ」の繁殖にも取り組んでいる昆虫生態館では、
色々な昆虫が飼育・展示されている
③夏休み期間中には多くの家族連れがキャンプに訪れる
④公園の一番の目玉は何と言っても森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号

え
ん
が
る
が
い
ど
ま
っ
ぷ
Ｐ
18
→
④

①

②

③

④

夏
えんがるの

■問合せ
　遠軽町丸瀬布総合支所産業課
　0158‐47‐2213

ミニ知識：雨宮21号は、東京の雨宮製作所で製造された国産の11トン機関車。昭和３年に配置され、
昭和33年に廃止されるまで、国有林から切り出した丸太や生活物資の搬送に携わりました。

遊
丸
瀬
布
森
林
公
園
い
こ
い
の
森

いこいの森ガイド
【オートキャンプ場】
◆入村料
　小学生以上　　　休憩 200円　１泊 300円
　高校生以上　　　休憩 300円　１泊 500円
◆バンガロー利用料
　車両１台　　　　　休憩　1,000～1,800円
　　　　　　　　　　１泊　2,500～4,500円
◆第１オートサイト　１区画１泊　 2,500円
◆第２オートサイト　１区画１泊　 2,000円
◆フリーサイト　大型車１台１泊　 1,000円
　　　　　　　　普通車１台１泊　　 500円
　　　　　　　　その他１台１泊　　 200円
※貸しテント・寝袋など有り

【森林鉄道蒸気機関車・雨宮21号】
◆乗車料
　４歳～中学生まで　　　　　　　　 250円
　高校生以上　　　　　　　　　　　 500円
　30人以上の団体乗車　　　　　　　２割引
◆軌道自転車
　４歳～中学生まで　　　　　　　　 250円
　高校生以上　　　　　　　　　　　 500円
　※運行日は事前にご確認ください
【昆虫生態館】
◆入館料
　小・中・高校生　　　　　　　　　 150円
　大人　　　　　　　　　　　　　　 400円
　30人以上の団体　　　　　　　　　２割引

【郷土資料館】
◆入館料
　小・中・高校生　　　　　　　　　　50円
　大人　　　　　　　　　　　　　　 150円
　30人以上の団体　　　　　　　　　２割引
【パークゴルフ】
◆用具貸出料
　用具一式（１回につき)　　　　　　 300円
【丸瀬布温泉やまびこ】
　12ページを参照してください。
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北
海
道
の
屋
根
と
も
呼
ば
れ
、
多
く

の
登
山
者
た
ち
を
魅
了
す
る
大
雪
山
系
。

そ
の
北
側
に
位
置
す
る
ひ
ら
や
ま
は
、

山
頂
か
ら
見
渡
す
景
色
の
雄
大
さ
が
魅

力
で
、
初
心
者
で
も
登
頂
で
き
る
山
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
山
口
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
２
時
間

30
分
の
道
の
り
。
道
中
で
は
、
２
本
の

勇
壮
な
滝
が
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
、

山
頂
か
ら
は
、
２
千
メ
ー
ト
ル
級
の

山
々
が
連
な
る
表
大
雪
の
山
並
み
が
眼

前
に
広
が
り
、
周
囲
に
は
コ
マ
ク
サ
を

は
じ
め
と
し
た
数
々
の
可か

憐れ
ん

な
高
山
植

物
た
ち
が
疲
れ
た
身
体
を
癒
し
て
く
れ

ま
す
。

　

中
で
も
、
初
夏
の
こ
ろ
に
は
雪
渓
が

登
山
者
た
ち
を
涼
し
げ
に
迎
え
、
山
頂

で
は
厳
し
い
風
雪
を
耐
え
抜
い
て
き
た

高
山
植
物
た
ち
が
、
競
う
よ
う
に
短
い

夏
を
謳お

う

歌か

す
る
姿
は
、
感
動
す
ら
覚
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひ
ら
や
ま

①～③大雪の短い夏を謳歌するよ
　うに可憐に咲く高山植物たち
①コマクサ　②イワウメ
③キバナシャクナゲ
④ひらやまの山頂からは、旭岳や
　黒岳といった表大雪の山並みが
　一望できる
⑤初夏には雪渓が涼しげに迎えて
　くれる
⑥初夏の山頂は一面、高山植物の
　花畑

①

②

③

え
ん
が
る
が
い
ど
ま
っ
ぷ
Ｐ
19
→
⑤

　

町
内
を
流
れ
る
湧
別
川
の
支
流
生
田

原
川
は
、
北
海
道
内
で
も
ヤ
マ
ベ（
ヤ

マ
メ
）が
生
息
す
る
川
と
し
て
有
名
で
、

毎
年
７
月
１
日
の
釣
り
解
禁
日
に
は
、

道
内
各
地
か
ら
多
く
の
太
公
望
た
ち
が

生
田
原
川

え
ん
が
る
が
い
ど
ま
っ
ぷ
Ｐ
18
→
⑥

訪
れ
ま
す
。

　

町
の
魚
で
も
あ
る
ヤ
マ
ベ
は
、
サ
ケ

科
に
属
す
る
サ
ク
ラ
マ
ス
の
陸
封
型
の

魚
。
北
海
道
で
は
、
水
産
資
源
の
保
護

を
目
的
に
禁
漁
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
河
川
で
は
、

毎
年
７
月
１
日
が
解
禁
日
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヤ
マ
ベ
に
は
、
釣
る
楽
し
み

の
ほ
か
に
食
べ
る
楽
し
み
も
。
天
ぷ
ら

や
フ
ラ
イ
な
ど
に
調
理
し
て
食
べ
る
の

が
一
般
的
で
す
が
、
こ
れ
を
も
う
一
工

夫
し
て
、
ヤ
マ
ベ
丼
と
し
て
味
わ
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
サ
ク
サ
ク

に
揚
げ
た
ヤ
マ
ベ
に
甘
め
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

ダ
レ

を
か
け
て
、
ア
ツ
ア
ツ
の
ご
飯
と
一
緒

に
頬
張
れ
ば
、
口
い
っ
ぱ
い
に
幸
せ
が

広
が
り
ま
す
。

①生田原市街では、ヤマベ丼を提供
する食堂も

②毎年７月１日の解禁日には多くの
太公望が集まる清流「生田原川」

①

②

ミニ知識：大雪山系の気象は、本州の3,000メートル級の山々に匹敵する厳しさと言われています。
登山をする場合には、天候の変化に注意し、十分な装備で登りましょう。

遊遊

④

⑤⑥
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